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ベトナムとドイツ連邦共和国の科学者チームは、ドイツのカイザースラウテルン工科大学の Michael Von 

Hauff教授の持続可能な発展の三角理論に基づき、ベトナムの現状に適用させる目的で「後発者の利を活用し

た持続可能な発展―ベトナムからの視点」を完成させることにした。 

科学の進歩と技術革新により、ベトナムのような低開発国でも現代の科学技術に接近することができる。先進

国との距離を縮めるために、工業化と同時に知識経済、ハイテクノロジーへの直線的なアプローチを探らなけれ

ばならない。国家と党は、経済の品質を飛躍的に発展させるために、近代的な技術の習得と理解力を強化し、

科学技術の潜在力の開発に休むことなく注力していかなければならない。 

この本を通して読者が、各著者の認識による知識経済の発展に伴う「後発者」の利を活用し、今後の我が国

の発展の基本的なモデルに対するイメージを形成できれば、この上なくうれしく思う。 

本書の多くの内容は、フリードリヒ・エーベル財団のスポンサーの下で、著者とドイツ連邦共和国との持続可能

な開発に関する共同研究の成果である。ドイツ連邦共和国のカイザースラウテルン工科大学のMicheal Von 

Hauff 教授より持続可能な開発に関する基本的な理論を紹介して頂いた。 
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